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論文内容の要旨

〔目的〕

多くの晴乳類にみられるように，イエバエ (Musc α domesti cα し)の性は雄性決定因子(M) の

担体である Y 染色体の有無できまる雄ヘテロ型(XX- XY) である。ところが，イエバエにはマウスの

Sxr( Sex-reversed) 突然変異に相当すると思われる常染色体上の雄性決定因子(A M ) や，タピネズミ

の XY雌の持つX染色体上の突然変異あるいはマウスの TfmjTesticular feminization) 突然変異に

相当すると思われる雌性決定因子 (F) の存在も知られている。イエバエの野外集団には，これら Y ，

AM, F の性決定因子が共存してわり，性決定機構の進化を探るうえに格好の材料となっている。近年，

日本のイエバエ集団の性決定様式は， XX-XY 型からXX A/A-XXAM/A 型 (A M型)あるいは F/+;

M/M -+/+; M/M 型 (F 型)ヘ急速に移行していることが観察され，日本の周辺地域のイエバエ

集団の性決定様式の調査が必要とされた。著者は Fiji 諸島由来の系統( SDF) の性決定様式を調査

中に，第 1 染色体上の雄性決定因子( 1M) を初めて発見し，その遺伝的性質や座位の決定をおこなった。

〔方法ならびに成績〕

①雄性決定因子(M) の同定

可視突然変異で標識された染色体を用いて交配実験を行ない， SDF 系統の推の持つM因子の種類

を調べた。 Y 染色体の存在は確認できなかったが， 3 種類の常染色体上の雄性決定因子(1 M ， IIM ，皿M)

を同定した。これらのうち， 1 M因子は以前に報告されておらず\初めての例である。 II M因子は，系

統内にホモの状態で固定していることが明らかになった。この事実から ， SDF 系統の雌は複数のM

因子に対し上位性を示すF 因子を持つ可能性がノjミ唆された。
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②雌性決定因子( F) の同定

交配実験により， SDF 系統の雌が予想通り F 因子を持つことを証明し F の遺伝子座が第 4 染色

体上の Bα 遺伝子座と強く連鎖していることを明らかにした。以上の結果から， SDF 系統の性決定

様式はM因子ではなく， F 因子の有無で性が決定される F/+; llM/llM_+/+; llM/llMの雌ヘテロ

型であることが結論された。

③ 1 M染色体を持つ雄における乗換えについて

イエバエの標準型 XY 雄ではほとんど乗換えがおこらないが，常染色体上にM因子を持つA M系統

(ll M ，圃 M ， VM) の雄では，雌に較べ低頻度ではあるが，乗換えがおこることが知られていた。そ

こで， αcv 及び、 bp の劣性突然変異遺伝子で標識された第 1 染色体と SDF 系統由来の 1 M染色体のヘ

テロ接合体雄において乗換えの有無を調べた。 43， 146個体のハエを数え 50個体の手換え体を得た。

④ 1 M因子の座位の推定

乗換え体の性別からと α cv- bp-1 Mがの遺伝子配列が明らかとなり，標準型xx雌で求めた α cv-

bp 問の乗換え率27.0% に基づき bp- 1 M聞の距離を雌の乗換え地図単位に換算して 10.5% と推定した。

⑤雌性決定因子( F) を用いた 1 M因子の座位の決定

1 M/αcv bp ヘテロ接合体雄を F 因子を用いて性転換させ，雌においてふつうにみられる減数分裂

時の乗換えにより 1 M因子の座位を直接決定する方法を考案した。性転換雌における α cv- bp 聞の

乗換え率 (26.6% )は，標準型xx雌で求められた値27.0% とよく一致するが，この値をもとに推定

された bp- 1 M 聞の乗換え率 10.5% に較べ，実際の値は 0.10 %で予想外に小さく，性転換 では bp-

1 M 間で乗換えがほとんどおこらないことが明らかになった。

〔総括〕

交配実験により ， Fiji 諸島由来のイエバエ系統の性決定様式が，標準的な XX-XY 雄ヘテロ型でな

く， F/+; AM/AM_+/+; AM/AM 雌ヘテロ型であることを明らかにした。新たに発見した 1 M染色

体を持つ雄で、低頻度ながら乗換えがおこることをぷし ， 1 M因子の座位を推定した。 F 因子により，

1 M染色体を持つ雄を性転換させ 1 M因子の座位を決定する方法は，その後他の常染色体上の雄性決定

因子 (ll M ，皿 M ， VM) の座位を決定する迅速な方法として利用されている。

論文の審査結果の要旨

本研究は通常Y 染色体に存在する雄性決定因子( M) が，常染色体の一つである第 1 染色体に組込ま

れたかたちの 1 M型と名付けられた特殊なイエバエ系統を世界で初めて発見した。また，性の決定に

付随した乗換え現象等の遺伝特性を XY 型雄と比較することにより M因子の機能解析を試みた。本研

究で発見された材料むよび考案された手法は，今後の性決定因子の研究に有用な手掛りを与えるもの

で，学位に値する。
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